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【目的】  
医療技術の進歩や在宅医療の普及を背景に、介護職に求める「医療的ケア」は社会的ニー
ズから発生したものである。これに伴い、介護福祉士養成施設の養成課程および実務者研
修では、医療的ケアの基本研修の授業が必須科目としスタートしている。  
 医療的ケアの演習において、介護福祉士養成施設の学生や実務者研修の受講生が、安全
に確実に指示された滴下数を合わせるための経管栄養に特化し、栄養点滴チューブのド
リップチェンバーの滴下を医師の指示の滴下数に確実に合わせるため、ローラークレンメ
の操作に役立つ携帯式かつ付帯機能を兼ねたドリップカウンタの教材開発を行う。  
【方法】  
①医療職は、経管栄養剤の単位量あたりの滴下数と注入すべき量の設定入力を押下により  
行う。②栄養剤の滴下信号は、LED ライト（視覚的表示）、ブザー音（聴覚的表示）、振動モー  
ターを駆動させ、バイブレーター機能（触覚的表示）とする。④時計機能と残量表示によ  
り、実際の栄養剤残量との比較を容易とし、異常時に医療職への報告が速やかにできる。  
⑤付帯機能  
１）ドリップカウンタの側面に点滅 LED ライトを配置し、口腔内観察時ペンライト機能。  
２）マグネットによるストラップを 50cm メジャー。  
３）経管栄養終了時の白湯の注入時のクリップ機能。  
【結果】  
教材開発にあたり、研究者は電子メトロノームにより滴下速度の検証を実施し、光と音
の信号により操作に要する時間は短縮された。LED 点滅の視覚的確認より、滴下とブザー音
による視覚と聴覚によるドリップチャンバーとローラークレンメの操作のほうが容易であ
る。ブザー音に加え振動モーター機能により、さらに正確にローラークレンメの操作が可
能となると思われる。  
【考察】  
本研究の教材により、滴下間隔を LED ライト、ブザー音、バイブレーターと同調させて
ローラークレンメを操作することにより、視覚的、聴覚的、触覚的に示されローラークレ
ンメの操作が容易となり、正確な滴下速度を可能とする。演習時間も短縮され、学生や受
講生の負担の軽減にもつながるものと思われる。経管栄養は、利用者にとって清潔な環境
のもとでの食事に値するものである。付帯機能により必要物品を最小限とすることで、安
全な環境が保持できるものと思われる。  
 今回の研究では、医療的ケア演習の負担軽減につながる教材開発の考案となったが、今
後は試作品の開発に向け、協力提携可能な製作会社との関係構築を行い、試作品の完成を
目指したい。なお本研究での教材開発は、考案の名称「経管栄養支援照明装置」として、
実用新案登録（登録第 3209897、登録日 2017 を年 3 月 22 日）受けている。  
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